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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2022年 10月 14日（金）Ｎo 13 

 

例 会 第１４７６回 通常例会/小杉苑 

ソング それでこそロータリー、風 ：ソングリーダー 古川賢吾君 

■ 会 長 挨 拶          樽󠄀井勉君 

みなさん、こんにちは。 

本日１０月１４日１１時３０分に、藤枝市役所３

Ｆに於いて、「藤枝災害支援金」の贈呈を、当クラ

ブと藤枝クラブの合同で行いました。 

当クラブで５０万円、藤枝クラブで５０万円の計

１００万円で目録を贈りました。災害支援には、

義援金と支援金があり、即効性のある支援金名目

にしました。支援金とは、復興支援が目的で、災

害復興ボランティア等への支援も含まれます。義

援金は、被災者に直接分配される目的で復興支援

には使われません。 

会員のみなさま、ご協力頂きまして、ありがとう

ございます。 

前週に、１人１万円をお願いしましたが、下期の

会費請求時に特別会費として１万円を加算する

案を、来月理事会に於いて諮ります。承認後、速

やかにお知らせをします。宜しくお願いします。 

また、親睦旅行の件、１９９５年の５周年記念旅

行以来のアメリカ西海岸１週間を企画していま

したが、急激な円安で海外は断念しました。 

新しい行先は、道北です。北海道旭川を起点に２

泊３日です。初夏の北海道、是非、楽しみにして

下さい。 

昨日、森下さんの新会員入会申込書を事務局より

メールさせて頂きました。 

１９８８年生まれで、最後の昭和生まれです。私

より２８歳年下です。私も、彼と同じ３４歳で入

会しましたが、１９歳年上の多々良睦生さんに、

大変面倒を良く見て頂き、ロータリークラブが楽

しくなりました。私も、多々良さん同様に面倒を

見て行きます。多々良さん、１０月２２日が命日

で７回忌です。 

みなさん、多々良さんを懐かしんでください。 
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■ 出 席 報 告          小嶋英公君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

35／49 71.42％ 38／49 77.55％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君○池ヶ谷君○江﨑君○川口君○杉浦君 

○鈴木健君○中村君○中山君○早川君○村松君 

○平原君○望月君○山田君  竹田君 

(２)メークアップ者  

漆畑雄一郎君（藤枝） 

■ スマイル B O X       小嶋英公君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

した。お茶の香りを楽しみました。 

                古川賢吾君 

スマイル累計額  ２９８，０００円 

■ 会 員 卓 話                

富澤賢一君 

警備業と言われる中には、全部で４つの区分（業

務）に分かれています。 

１つ目は１号業務と言われ、１号業務には施設警

備、保安警備があります。 

２つ目は２号業務で、交通誘導、雑踏警備があり

ます。 

３つ目は３号業務で、貴重品運搬警備、核燃料物

質等危険物運搬警備があります。 

４つ目は４号業務で、身辺警備でいわゆる「ボデ

ィガード」です。 

当社では４号業務（身辺警護）以外の３つの警備

業務を行っています。 

本日はその中の貴重品運搬業務に関係し、皆さん

にも関係することをお伝えしたいと思います。貴

重品運搬って何？と思う人もいるのではないで

しょうか。 

貴重品運搬警備業務とは、現金、貴金属、美術品

等に係る盗難等の事故の発生を警戒し、防止する

業務です。簡単に言えば「現金輸送」です。 

現金輸送業務で運搬している通貨についてです

が、日本の通貨には１円から５００円までの硬貨

が６種類。厳密に言えば新５００円がありますが。

一応金種としては６種類。 

紙幣が１，０００円、２，０００円、５，０００

円、１０，０００円までの４種類。 

この中には２，０００円札があります。 

我々の業務でも最近は２，０００円札を全くと言

って良いほど見なくなりました。 

一方で昔懐かしい５００円札が稀に回収される

こともあります。 

硬貨６種類、紙幣４種類の全１０種類の金種の中

の硬貨について話をしようかと思います。 

一部の金融機関では、２０２０年頃から「硬貨整

理手数料」と言われる手数料の徴収が始まってい

ました。これは小銭（硬貨）を持込みして入金や

振込をする時に、硬貨の枚数に応じて手数料が発

生するというものです。２０２２年にはゆうちょ

銀行も硬貨の取扱いが有料化したことでどの金

融機関でも有料になっています。 

通貨の単位及び貨幣の発行等に関する法律の第

７条には、貨幣は、額面価格の２０倍までを限り、

法貨として適用するという法律があります。法貨

は国が価値を認めた貨幣のことで、この条文は

「２０枚までなら硬貨で支払ってよい」というこ

とになります。逆を言えば、受け取る側が拒否し

た場合、大量の硬貨で支払うことができないとい

うことになります。 

例にあげると、コンビニで１００円のおにぎりを

買うときに１円玉を１００枚渡そうとした場合、

コンビニ側はそれを拒否して「別の硬貨または紙

幣で払ってください」という権利があるというこ

とになります。一昔前に５００円玉を●●枚貯める

と・・・・といった貯金箱があったりして、貯ま

った硬貨を銀行や郵便局に持ち込みしてジャラ

ジャラと計測してもらい郵貯に入金したもので

すが、今では全く歓迎されない世の中になりまし

た。 

仮に５００円玉貯金で２０００枚貯めた場合、貯

金箱には１００万円あるのですが、これを地元信

用金庫に持ち込むと、２，２００円の手数料がか

かり実際の貯金額が９９７，８００円になってし

まいます。国は硬貨を厄介者と思っているのかな
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と感じてしまいます。 

キャッシュレス時代と言われている世の中とな

り小銭貯金をするのは時代遅れなのかな？と感

じてしまいます。しかし、キャッシュレスが進ん

でいるとは言え硬貨がなくなるとは思えません

し、小銭貯金が家にある人も多いかと思います。

２０２１年１１月新５００円硬貨が発行されま

した。あれから約１１ヶ月自動販売機やコインラ

ンドリー、ドラックストアー、スーパー等で使用

できない場所が多いのですが、その大きな理由に

対応コストの問題があります。１つには、機械の

部品交換で一台数万円、機械そのものを交換する

と数十万円～数百万円。２つ目として、２０２４

年に新紙幣への変更も控えているため企業側も

機械を２度買い替える、こととなりその費用負担

が出来ない。ということで約４割の企業が新５０

０円硬貨への対応は考えていないという回答が

あったようです。 

某飲食店では券売機入替コストの３５０万円を

かけられず、お客さんが持っている新５００円玉

を店舗側が用意した旧５００円玉と交換して券

売機を使っている。というニュースを見ました。

諸外国よりかなり遅れていて、とても先進国の話

とは思えませんでした。 

本来であれば不必要な作業をお店もお客さんも

しなくていいのに無駄なことだと感じます。 

基本的に５のつく硬貨は１のつく硬貨と比較し

て、必要数が少なくなっています。 

１円、１０円、５円、１００円、５００円、５０

円の順となります。そのため、１円より５円、１

０円より５０円、１００円より５００円の枚数が

少ないことになります。 

１０円～１００円は、主に自動販売機の増加に伴

い、ここ４０年あまりで流通量が激増しました。

ちなみに紙幣では５，０００円札は非常に流通量

が少なく当社でもお客さんからの依頼で用意す

ることも多々あるのですが非常に苦労していま

す。 

キャッシュレスと言われ、カード決済やスマフォ

決裁をする人が増えてきているとは思います。国

がキャッシュレス化を後押しするのは、硬貨と紙

幣は管理に手間がかかり、日本に来る外国人の方

にとって不便だからかなと思います。 

アメリカでさえキャッシュレス化が４０％弱し

か浸透していない。日本では１８％程度を考える

と、まだまだ先のことのかな？と感じます。 

今伝えたいこと、キャッシュレス化により今流通

している金種の価値が額面以下になる時代が来

るかも？テーブルポストやお賽銭は硬貨でなく

紙幣でお願いします。と言われる時代が来るか

も？私自身はまだまだ先、少なくとも自分たちが

生きている間には１００％キャッシュレスには

ならないと思います。硬貨の入金は計画的持ち込

むことをお勧めします。 

 

 

松浦正秋君 

 葬儀に参列していて、ふと感じたことがありま

す。以前はほぼ全ての葬儀で、喪主や施主を務め

た人との関係で式に参列していました。しかし、

最近、知り合い自身がお亡くなりになり、お見送

りをすることがあります。還暦を過ぎた身にとっ

ては、健康の大切さを痛感させられることはもと

より、久しく会う機会が無く、何年ぶりかの再会

が亡骸になってしまったということが本当に辛

く悔しい思いがしました。 

 年齢を重ねて、自分の事、家族の事、会社の事

などに追われ、疎遠になってしまった友人に久し

ぶりに会っておくのが良いことと感じました。た

まには、若き日に戻って昔話を肴に酒を飲み交わ

すのも必要だと思いました。 

 話は変わります。青年会議所に２８歳で入会し、

１３年間在籍しました。４３歳でロータリークラ

ブに入会し、再来月で１８年となります。この３

１年間で様々な事を学びました。 

ＪＣでは、物事を進めるうえで、どのような発

想をし、どのように行動を起こすかということの

重要性を学びました。一見不可能で無謀のような

事も、発想力と行動力で実現することができると

いうことを実際に目の当たりにし、体験しました。 

ＲＣでは、人生の後半を生きていくうえでのポ

イントを学んでいます。毎週の例会に出席すると

いうことを実行するうえで、例会場に自らが赴く

ためには自身の事業が健全で、毎週１時間という

時間の確保ができ、その１時間を家族に快く理解

され、自らの心身も健全であることが必須となり
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ます。会社の健康、家族の健康、自身の健康。本

当に素晴らしいことを教えていただきました。 

多くの人との出会いの中で、様々な事を学ぶこと

ができました。自分の人生があとどのくらいなの

かわかりませんが、いろんな意味で楽しく過ごし

ていきたいと感じています。 

 

 

 

■ 今週の一言         大村和宏君 

お題は「私の好

物」で頂いてお

ります。 

私は幼少のみぎ

りお小遣いとい

うものを頂いて

おらず、お小遣

いを勝ち取って

からも、すべて音楽活動に充てておりました。あ

っ いわゆるバンド活動です。そのため漫画とい

うものをほとんど読んだことがなく、中年になっ

てから、いわゆる大人買いをするようになってし

まいました。 

だいたい全 50 巻クラスの漫画を大人買いして処

分することを繰り返しております。 

ここ数年は「ハイキュー」というバレーボール漫

画全 45 巻を買い揃え、既に 20 回ほど読み返して

います。 

この作者、書いたがキャラが可愛くなってしまう

ようで、嫌な登場人物もかならず良い面を描き、

さいごにはみな愛すべきキャラになっています。

人好きの私にとっては、癒しの書となっているわ

けです。というわけで、私の好物、「ハイキュー」

でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／杉山君) 
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